






















〔我がまちのビジョンは〕“鏡'’は京都の中にもある。西陣で、伏見で、或いは商店街や町内

会で、ドブ掃除から建築協定まで、行動は起こっている。身近の``青い鳥，'や、“宝物”を見つ

け、磨きをかける行動から、我がまちのビジョンが見えてくるだろう。

２．“活'性化"ヘの原理・原則がある

〔その始まり〕小さくとも、良いと思ったことを実行する職員や経営者の行動が、市民の心

の中にある良識一GOOD-Willと言う遺伝子を呼び覚まし、郷士愛という連帯のエネルギーに点火

される。そうなると遼原の炎となって燃え上がり、反応に相乗効果が起こり出ｕｉ舌I生イビとなる。

〔挫折・停滞〕しかし、楽観論で済ませるものではない。こうした行動は、必ずしも抵抗も

なく、平坦な道を行けるものではない。時には、住民の中から「行政にやってもらえばよい」と

そつぼ向かれたり、行政や議会側から「余計なことを言う」と面倒がられたり、無視されたりし、

挫折感に陥ることもある。

〔利益・報酬〕また、良いことをしても、必ずしも物質的・金銭的に報われるとは限らない。

むしろ、なりふり構わず、振る舞った方が、利益を得て恵まれるのがこの世の常でもある。しか

し、一時的に羽振りがよくなっても、永い眼でみるとどうなるか、歴史の評価を見てきた京都人

は知っている。

〔本性に根差す〕より心地よくしよう、より良くしよう、より美しくしようという気持ちは、

人類が人類となった時から持っている本性である。まさに人間本来のモチベーション－－動機・

欲求であって、遺伝子に組み込まれている。

遺伝子を呼び醒ますアピールは、心からの共感を呼び、連帯行動の輪になる。

３.変革へのリーダーシップと学術の役割

〔リーダーの資質〕夢を現実にして行く上で市民が選ぶリーダーの役割は大きい。市民のモ

チベーションに根差して、立法と執行、および執行のチェックが、働くかどうかが、決定的な意

義を持つ。議員と首長の責務は、先ず市民のモチベーションを感じ取り、見抜く感覚から始まる。

時として不純な動機やエゴもある。市民の声に耳を傾け、耳が痛い批判も聞くことによって、

見極める鑑識眼が確かになる。

〔触媒と検証〕議会と首長をサポートし、市民との間で触媒の役割を担う機能がある。都市

景観に関する提言で、明治の“京都策の精神に学ぶ'’ことから得たことであるが、呼び醒まされ

た遺伝子が確信をもち、変革へのエネルギーにして行く過程で、科学。理論が大きな役割を持つ。

〔学術と実務〕科学。理論は、自然科学や技術だけではない。社会科学。人文科学の広い範
囲におよぶ。精神科学に負う理論は益々重要になる。

そこで学術・文化都市。京都は、極めて恵まれた条件を持っている。学問と宗教が２１世紀の京
都で、基幹的役割を果たす所以である。

京都は、議会と首長、市民と議会。首長、それらと学問・宗教を繋ぎ、支える事務局機能、即

ち、公務員から団体事務局まで、経験豊かで優れた人材を持っているし、これから益々その育成
に努めねばならない。

〔地域から行動〕魁より始めよ！京都経済同友会の全ての会員が、実践行動を起こし、実
践に基づいて批評して頂くことを期待する。そして、次年度以降において、さらに研究を重ね、
提言『平成京創成」パートⅡを出して頂くよう願うものである。
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